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第１章 研究の背景 

年少者日本語教育において、成長発達を支えるためのことばの教育の必要性が問われて

いる。それは、ことばの発達の観点、子どもの発達への意識が不十分であることによるも

のであると考えられる。しかし、どのようにことばの教育を通して成長発達につなげてい

くのかは明らかではない。1 章では、筆者の経験にもとづく問題意識と問題の所在について

述べたうえで、本研究の目的を次のように設定する。 

（1）移動する子どもが書くことを通して学ぶことばの力を明らかにすること。 

（2）移動する子どもの発達を書くことから支えるために必要な日本語教育について明らか

にすること。 

そして、1-5 では、本論の構成を述べる。1-6 では、本論で扱う語の定義を行う。 

 

第２章 先行研究 

2 章では、先行研究を整理し、本論の位置付けを明確にする。 

2-1 では、年少者日本語教育における発達の観点の重要性について述べる。先行文献にお

ける「発達」の定義を探るため、2-2 で「発達」の定義を発達心理学の観点から述べる。そ

れらを踏まえ、年少者日本語教育において目指される発達とはどのようなものなのか、を

述べる。 

2-3 では、子どもの発達とことばの発達の関わりについて述べる。2-3-1 では、子どもは、

周囲の人間と関わりながら成長・発達している存在であり、ことばの発達とともに、思考

を深めたり、他者と関係性を築いたりするということを述べる。そして、2-3-2 では、子ど

もの発達にことばを「書く」ことが意味のあることであると述べる。 

2-4 では、年少者日本語教育における「書くこと」の意味とその指導について概観する。

2-4-1 では、書く力への評価方法に疑問を提示する。従来の年少者日本語教育においては、

「書く力」は生徒の作文によって判断されているため、生徒がどのように考えて書いたの

かという「過程」が明らかになっていない。また、作文を書くためにどのような指導が行

われていたのかを具体的に示している実践例は少ない。作文は、「書く力」の一部の側面し

か表さず、その過程での思考や教師と生徒とのやりとりが見えてこない。2-4-2 では、年少

者日本語教育における「書くこと」の意味とその指導について、「書くこと」を子どもの発

達のなかに位置づけ、ことばの力を伸ばすことを目指した実践研究を概観する。2-4-3,2-4-4

では、本研究の対象となる中学生への書く指導のうち、子どもが書く過程に注目した実践
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について述べる。そして、本研究の立場を述べる。 

年少者日本語教育では、実践者が子どもの書く過程に寄り添いながら、思考を引き出すよ

うにやりとりしたり、モデルを示したりすることだけでなく、子ども自身が「書きたい」

という気持ちを持てるようにすることが重要であり、子どもと実践者を含めた周囲の人と

関係性を育むことが必要なのではないだろうか。そして、子どもの成長・発達を支えるた

めには、そのような関係性を構築しながら、年少者日本語教育を行うことができるのでは

ないだろうか。 

 

第３章 研究の方法 

3-1 では、本研究の方法である関与観察について述べる。また、観察の記録を分析するに

あたり使用したデータについて示す。3-2 では、4・5 章で扱う日本語教育実践の概要につ

いて述べる。 

 

第４章 中学生生徒 K への実践 

4 章では、子どもが「書くこと」からどのようなことばの学びを身につけていったのかを、

K の実践より明らかにする。 

4-1 で生徒の概要について述べる。実践の概要は表 1 に示すとおりである。 

 

表 1 日本語教育実践の概要 

期間：2009 年 10 月から 2010 年 2 月、計 16 回。 

生徒：中学１年生。韓国より１年の予定で来日。 

形態：週１回 2 時間の取り出し指導。 

 

実践のうち、子どもと筆者が行った「交換ノート」活動に注目した。これは、子どもが

周囲の人とことばを使ってやりとりをすることに繋げるために行われたものである。 

4-3-3 では、交換ノート活動で見られた子どものことばの学びについて明らかにした。こ

とばの学びとして、「表現したいこと」の表れ、書くことから話すことへ、自分の気持ちを

表現することへ、日本語授業へのより主体的な参加へ、という観点から分析を行った。分

析により、K が書くことを通して、ことばの学びを深めていったことを示す。 
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第５章 中学生生徒 H への実践 

5 章では、子どもが「書くこと」でどのようなことばの学びがあったのかを明らかにする。 

5-1 では生徒の概要について述べる。実践の概要は表 2 に示すとおりである。 

 

表 2 日本語教育実践の概要 

期間：2010 年 5 月から 2010 年 10 月、計 11 回。 

生徒：中国より来日。 

形態：週 1 回 2 時間の取り出し指導。 

 

H は、内面に「伝えたい」ということがあるにも関わらず、その表現や方法についてわ

からずに混乱し戸惑う様子が見られていた。そこで、H の「伝えたい」ことを引き出すた

めに、「文章の型」をもとにブレーンストーミングややりとりをするという書く過程を作っ

て指導を行った。そして、子どもの内面にある多様な「伝えたい」ことやその気持ちを、

伝えたい相手に伝わるように、文章の型を通して表現する方法を身につけていった様子を

示す。また、その様子を通して、H にとって意味のある過程を作りだすために実践者とし

てどのように働きかけを行っていたのかを分析する。 

 

第６章 考察 

6 章では、4 章・5 章での実践の分析を踏まえ、以下の 3 点から考察を行った。 

1. 書くことを通して見られた子どものことばの学びとはなにか 

2. 書くことの指導を通して起こった実践者の学びとはなにか 

3. 移動する子どもの発達を書くことから支えるとはなにか 

6-1 では、「書くこと」を通して身に付けた子どものことばの学びについて、それぞれの

子どもにとっての学びを考察した。K は書くことから「ことばの学び」を広げていった。K

は、「書く」という文章を構築する過程から、人との関係性を構築していくようになったと

いうことができる。そして、書くことで関係性は構築しながら、変容もしていくことが考

えられる。一方、H は書くことで「ことばの学び」を深めていった。文章の型を元に書く

ことで、自分の考えを整理して相手に伝えることのできることばの力を身につけつつある

ということができる。 

6-2 では、書くことの指導による実践者の学びについて考察した。書くことの指導による
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実践者の学びとは、年少者日本語教育実践とは、子どものことばの力を捉え、その学びの

様子によって生まれるということである。子どもが必要な日本語教育を、実践を行いなが

ら考え、そのために、子どものことばの力やその学びを常に実践において意識しながら、

実践をする必要があるということである。 

6-3 では、移動する子どもの発達を書くことから支えるためには、過去・現在・未来を通

じて、子どもが書くことによって自らの考えを深めたり、整理したりすることで、他者と

ことばのやりとりを通して関係性を構築できるようなことばの教育が必要となることを述

べた。 

 

第７章 結論 

7 章では、本論の結論を述べる。 

ことばの発達とともに、認知的思考や情緒的な成長・発達の過程にある子どもにとって、

今と、様々な場でことばを用いて他者と関係を構築し、学んでいくであろう将来をつなぐ

ためには、自らが生きる「今」をその時々の気持ちや感情を自分のことばで捉え、考える

ことが必要となる。その際に、書くことは、自分の考えや思いを整理し、他者に伝わるよ

うに表現しようと考えることに繋がる。 

また、本研究の課題として、実践期間では、限定的な関係性の構築にしかつながらなかっ

たことが挙げられた。また、H の場合は、伝えたい内容を書く力を伸ばしていくためには、

文章の型の指導とともに、文法など正しく伝えるための指導も必要であることが挙げられ

た。 
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